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国立研究開発法人理化学研究所
環境資源科学研究センター

バイオプラスチック研究チーム

植物バイオマスを原料として合成されるバイオマスポリマーの高性能化・高機能化を図
り、バイオプラスチック材料の実用化を目指した研究を進めています。微生物の生産す
るバイオポリエステル・ポリヒドロキシアルカン酸（PHA）の高性能・高機能化材料設
計法の構築や、PHAに続く新たなバイオプラスチック素材の創出に向け、脂肪族・芳香
族有機酸をバイオマスモノマーとした新規バイオポリマー素材の合成技術の確立に関す
る基礎から応用までの研究を通し、合目的な性能・機能の発現を可能にするバイオプラ
スチック素材の分子設計法の構築を試みています。

次世代型の高性能／高機能バイオプラスチック素材の開発

芳香族化合物群
リグニン/タンニン
分解物・代謝物

脂肪族化合物群
ヒドロキシカルボン酸, アミノカルボン酸,
ジオール, ジカルボン酸, 不飽和カルボン酸

ー高性能・高機能な次世代型バイオプラスチック材料ー

バイオポリエステル
ポリヒドロキシアルカン酸

(PHAs)

分子設計・材料設計法の構築
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新規バイオマス
ポリマーの合成

ナノ構造制御と
高性能化・高機能化

新規バイオマス
ポリマーの合成

植 物 バ イ オ マ ス

-!"#$%&'
-()*&'
-+,-*&'
-./01&'
-"2345PHA
-6789:;

-<=>?<@ABCD=
-E,FGHI)
-J-KDL+GCAMN
-O54I)PQRS

-TU5MN
VJ-KDLW?XYZ

-O[\MN

-*]#^_
VO54PQZ

-`a]#^_
Vbcde`aZ

連絡先：阿部 英喜 （チームリーダー）
〒351-0198 埼玉県和光市広沢２-１ 理化学研究所 環境資源科学研究センター バイオプラスチック研究チーム
E-mail: habe@riken.jp
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Development of CFRTP Intermediate
Substrates Using in-Situ Polymerizable

Thermoplastic Epoxy Resin
Wataru Okumura＊1, Hirofumi Nishida＊2,
Katsuhiko Nunotani＊2, Etsuro Sugimata＊2,
Hiroyuki Hasebe＊1, Daisuke Mori＊1,

and Kiyoshi Uzawa＊2
＊1 Industrial Research Institute of Ishikawa, 2-1 Kuratsuki,
Kanazawa, Ishikawa 920-8203, Japan

＊2 Innovative Composite Center, Kanazawa Institute of
Technology, 2-2 Yatsukaho, Hakusan, Ishikawa 924-
0838, Japan
This study aims to create a novel method for fast mass-

production of carbon fiber-reinforced thermoplastic (CFRTP)
intermediate substrates by using in-Situ polymerizable
thermoplastic epoxy resin, which is fed on reinforcing fibers in
monomer mixture form in impregnation process and then
allowed to rapidly polymerize into linearly-extended
thermoplastic high polymer. Comparison between the monomer
viscosity of this resin and the melt viscosity of polypropylene
(PP) implied that thermoplastic epoxy resin can impregnate into
fiber bundles approximately 103 times faster than PP. The
investigation of resin applying method to carbon fiber fabrics
revealed that linearly applying method was better than planarly
applying method in terms of less voids. Finally, two types of
polymerization catalysts were investigated to rapidly polymerize
thermoplastic epoxy resin. As a result, as short as 2.5-minute
polymerization using the phosphorous-type catalyst allowed the
resin polymerize into high polymer enough to exhibit practical
flexural strength of 900 MPa or more when used as the matrix of
CFRTP in the volume fraction of about 50 %. J. Fiber Sci.
Technol., 77(7), 188-195 (2021) doi 10.2115/fiberst.2021-0019

©2021 The Society of Fiber Science and Technology, Japan
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Influence of Eco-Friendly Surface
Pretreatment of Cotton Fabric on Mg(OH)2
Immobilization for Flame Retardancy

Yan Hao＊1, Xiao Wang＊1, Jing Li＊2,
Bing Du＊1, and Chunyan Wei＊1

1 School of Textile and Materital Engineering, Dalian
Polytechnic University, Dalian 116034, China

＊2 Argus (Shanghai) Enterprise Group, Shanghai 201800,
China
Mg(OH)2 particles are immobilized onto the surface of

cotton fiber by simple physical heat pressing method with the aid
of swelling in ionic liquid and shrinkage in water. The effect of
eco-friendly surface pretreatment of cellulase, UV and plasma on
Mg(OH)2 immobilization for thermal stability and flammability
of cotton fabric is discussed. Improved swelling effect of
cellulose after surface treatment is beneficial to contact of
Mg(OH)2 particles with cotton fiber. Due to good adhesion of
Mg(OH)2 particles to fiber surface after partial dissolution and
resolidification of fragmented fibril, the flame retardancy of
cotton fabric is significantly enhanced under plasma
pretreatment with the afterflame time of 1.0 s and afterglow time
of 2.0 s. It is found that cellulase treatment is a mild treating
method while plasma pretreatment improves flame retardancy at
a cost of damaging fiber in a reasonable range. J. Fiber Sci.
Technol., 77(7), 196-202 (2021) doi 10.2115/fiberst.2021-0020

©2021 The Society of Fiber Science and Technology, Japan
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複写される方へ

2021年度（令和 3年度）繊維学会主要行事予定

2021 年度 繊維学会 研究委員会委員長一覧 （2021 年 7月 1日現在）

（連絡先は事務局にお問い合わせください。mail: office@fiber.or.jp）

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

第 50 回
夏季セミナー

2021 年 9 月 1 日㈬、
2日㈭

オンライン開催（Zoomを利用します）
（詳細情報はホームページに掲載しています）

繊維基礎講座 2021 年 9 月 16 日㈭、
17 日㈮

オンライン開催（Zoomを利用します）
（詳細情報はホームページに掲載しています）

秋季研究発表会 2021 年 11 月 18 日㈭、
19 日㈮

オンライン開催（Zoomを利用します）
（詳細情報はホームページに掲載しています）

研究委員会名 委員長名 所 在 地

繊維基礎科学研究委員会 櫻井 伸一 〒606－8585 京都市左京区松ヶ崎橋上町 1
京都工芸繊維大学 大学院バイオベースマテリアル学専攻

染色研究委員会 解野 誠司 〒464－8662 名古屋市千種区星が丘元町 17－3
椙山女学園大学 生活科学部生活環境デザイン学科

繊維加工研究委員会 増子 富美 〒112－8681 東京都文京区目白台 2－8－1
日本女子大学 家政学部 被服学科

感覚と計測研究委員会 松岡 敏生 〒514－0819 三重県津市高茶屋 5－5－45
三重県工業研究所 プロジェクト研究課

被服科学研究委員会 平井 郁子 〒102－8357 東京都千代田区三番町 12
大妻女子大学 繊維消費科学研究室

紙パルプ研究委員会 江前 敏晴 〒305－8572 茨城県つくば市天王台 1－1－1
筑波大学 生命環境系生物材料工学分野

オプティックスとエレクトロニクス
有機材料研究委員会 渡辺 敏行 〒184－8588 東京都小金井市中町 2－24－16

東京農工大学大学院工学研究院工学府応用科学専攻

先端繊維素材研究委員会 竹中 幹人 〒611－0011 京都府宇治市五ケ庄
京都大学化学研究所 複合基盤研究系

研究委員会「感性フォーラム」 徳山 孝子 〒657－0015 神戸市灘区篠原伯母野山町 1－2－1
神戸松蔭女子学院大学 ファッション・ハウジングデザイン学科

超臨界流体研究委員会 澤田 和也 〒583－0007 大阪市東淀川区相川 3－10－62
大阪成蹊短期大学 総合生活学科

ナノファイバー技術戦略研究委員会 松本 英俊 〒152－8552 東京都目黒区大岡山 2－12－1－S8－27
東京工業大学 物質理工学院 材料系

若手研究委員会 攪上 将規 〒376－8515 群馬県桐生市天神町 1－5－1
郡馬大学大学院 理工学府分子科学部門

本誌に掲載された著作物を複写したい方は、公益法人
日本複製権センターと包括複写許諾契約を締結されて
いる企業の方でない限り、著作権者から複写権等の行使
の委託を受けている次の団体から許諾を受けてください。
〒107－0052 東京都港区赤坂 9－6－41 乃木坂ビル

（一社）学術著作権協会
TEL : 03－3475－5618 FAX : 03－3475－5619
E-mail : info@jaacc.jp

著作物の転載・翻訳のような、複写以外の許諾は、直
接本会へご連絡ください。
アメリカ合衆国における複写については、次に連絡し
てください。
Copyright Clearance Center, Inc.
222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923 USA
Phone : 1－978－750－8400 FAX : 1－978－646－8600
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令和3年度第50回繊維学会夏季セミナー
～古から未来へ紡ぐファイバー&テキスタイル～

主 催：（一社）繊維学会
開催期間：2021 年 9 月 1 日㈬、2日㈭
開催方式：Zoom利用によるオンライン開催

＊コロナウイルスの感染拡大状況が見通せないこともあり、Zoomを用いたオンラインでの開催になり
ます。

趣 旨：今回の夏季セミナーは西部支部が担当し、佐賀市にて昨年に開催する予定でありました。しかし、新型コ
ロナウイルス感染拡大のため、1年遅れでオンラインにて開催致します。開催予定であった佐賀地域では、古代か
ら繊維や染色に関係する文化が醸成され近世を経て今も発展していることから、今回のセミナーを「古から未来へ
紡ぐファイバー＆テキスタイル」と題して企画しました。特別講演では、佐賀由来の染色技法、そして、現代の繊
維科学・工業そして未来についてご講演を頂きます。分科会セッションでは、開催テーマの下、古来の天然繊維か
ら未来指向の先端繊維に関する様々な話題をご提供頂きます。また、開催両日とも午後最初のセッションで、佐賀
錦をはじめとする、佐賀で培われた繊維に関する様々な技法をオンラインにて紹介する場を設け、より身近に日本
の一繊維文化を感じて頂く機会を提供する予定であります。

特別講演：
「テキスタイルの系譜 in 佐賀～吉野ケ里から佐賀錦へ～」 旭学園理事長 内田信子
「現代の繊維科学・工業そして未来」 東京工業大学 鞠谷雄士

セッション：織物・染色・紙、評価法の進展、天然繊維，先端繊維、コスメ・メディカル材料、持続可能な社会と
繊維

オンラインツアー：「佐賀と繊維の 2500 年～古から未来へ～」
佐賀地域では、古代から繊維や染色に関係する文化が醸成され近世を経て今も発展しています。
佐賀で培われた繊維に関する様々な技法を現地からリポートします。

参加費 大学・官公庁の正会員 15,000 円 大学・官公庁の非会員 18,000 円
企業正会員、維持・賛助会員 20,000 円 一般非会員 23,000 円
学生会員 4,000 円 学生非会員 5,000 円

実行委員会

実行委員長：大石祐司（佐賀大理工）
実行副委員長：竹山直彦（帝人㈱）、森田徹（旭化成せんい㈱）
実行委員（順不同）：成田貴行（佐賀大理工）、秀野晃大（愛大紙産イノベ）、門川淳一（鹿児島大院理工）、

吉見剛司（大分大工）、春藤淳臣（九大院総）、櫻井和朗（北九大工）、高原淳（九大）、
田中敬二（九大院工）、比嘉充（山口大院理工）、吉村利夫（福岡女子大国際）、秋葉勇（北九大工）、
井原栄治（愛媛大院工）、高藤誠（熊本大院自然）、氏家誠司（大分大工）、小椎尾謙（九大先導研）、
北岡卓也（九大院農）、巽大輔（九大院農）、藤岡留美子（福女大文理）、横田慎吾（九大院農）、
川口大輔（九大院工）、檜垣勇次（大分大工）

学会事務局：野々村弘人、山本恵美
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2021年繊維基礎講座
～繊維の基礎知識と今を2日で学ぶ～

繊維学会では、新たに繊維に携わる社会人や学生を対象に「繊維基礎講座」を毎年開催しています。2021 年の

基礎講座は、繊維をキーワードとして活躍されている研究者・専門家に繊維の基礎的な知識から、今日の繊維産業

と繊維科学研究の最新動向をご紹介いただきます。繊維科学技術の基礎から最新動向までを学ぶとともに、繊維を

中心とした科学技術と産業の将来を考える機会としていただければ幸いです。

主 催：一般社団法人 繊維学会

日 程：2021 年 9 月 16、17 日（木・金）の 2日間

会 場：オンライン開催（web 会議システム Zoom）

定 員：300 名

プログラム

〈1日目〉

9:30 諸注意等

9:40 はじめに （企画委員会）

10:00 合成繊維（化学繊維産業の動向） （化繊協会）大松沢明宏

11:05 天然繊維（シルクの構造と力学物性） （農研機構）吉岡 太陽

12:05～13:10 昼休み

13:10 紡糸（高速溶融紡糸プロセスと繊維物性） （東工大）宝田 亘

14:15 織物（e-テキスタイル：電子的な機能が付与されたテキスタイル）（福井県工業技術セ）笹山 秀樹

15:20 染色（環境調和型染色加工） （金城学院大）長嶋 直子

16:20 パネルディスカッション※

17:00 1 日目終了

〈2日目〉

9:40 加工（繊維加工技術による機能性付与） （福井大）廣垣 和正

10:45 高機能繊維（高強度繊維の高次構造） （共立女子大）村瀬 浩貴

11:45～13:00 昼休み

13:00 不織布（フレキシブル熱電変換不織布） （農工大）下村 武史

14:05 衣服工学（美しくて快適な衣服設計） （信州大）金 炅屋

15:10 繊維産業から考える日本のモノづくり （福井県立大）木野龍太郎

16:10 パネルディスカッション※

16:50 おわりに

17:00 講座終了

※パネルディスカッションは、講演を振り返り、参加者からの質問を受け付け、講演者同士の交流を図る時間です
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2021年繊維学会秋季研究発表会

主 催：（一社）繊維学会
日 時：2021 年 11 月 18 日㈭～19 日㈮
会 場：オンライン開催（Zoomを利用）

研究発表会では下記のセッションを予定しています。
1. 繊維・高分子材料の創製（新素材合成、素材変換・化学修飾、無機素材・有機無機複合素材）
2. 繊維・高分子材料の機能（オプティクス・フォトニクス、エレクトロニクス、イオニクス、機能膜の基礎と
応用、接着・界面/表面機能、耐熱性・難燃性）

3. 繊維・高分子材料の物理（結晶・非晶・高次構造、繊維・フィルムの構造と物性複合材料の構造と物性、繊
維構造解析手法の新展開繊維・高分子材料の機能、オプティクス・フォトニクス、エレクトロニクス、イオ
ニクス、機能膜の基礎と応用、接着・界面/表面機能、耐熱性・難燃性）

4. 成形・加工・紡糸（繊維・フィルム、不織布・多孔体、複合材料、3Dプリンタ）
5. テキスタイルサイエンス（紡織・テキスタイル、消費科学、感性計測・評価テキスタイルサイエンス）
6. 天然繊維・生体高分子（紙・パルプ、天然材料、生分解性材料、バイオマス素材）
7. ソフトマテリアル（液晶、コロイド・ラテックス、ゲル・エラストマー、ブレンド・ミクロ相分離）
8. バイオ・メディカルマテリアル（生体材料・医用高分子、バイオポリマー）
9. 【若手研究会特別セッション】（依頼講演のみ）
10. 【特別セッション】（準備中）
11. 【高校生セッション】（準備中）

研究発表募集部門：次の 2部門で発表を募集します。
部門Ａ［口頭発表］（発表 15 分、質疑応答 4分、交代 1分）
部門Ｐ［ポスターセッション］（Zoomによる多パラレルセッション）

P1：一般発表、P2：優秀ポスター賞応募者
優秀ポスター賞応募資格と注意事項；

・P2 は優秀ポスター発表賞の審査対象になります。
・P2 に応募いただける方は、繊維学会学生会員に限る
＊優秀ポスター賞の表彰は、研究発表会閉会式にておこないます。

第57回染色化学討論会：秋季研究発表会と同時開催いたします。
主催：（一社）繊維学会 染色研究委員会

・日時は「秋季研究発表会」と同一です。
・ポスター発表は秋季研究発表会の合同で行います。
・染色化学討論会に参加ご希望の方は、繊維学会秋季研究発表会へご登録ください。

発表申込：2021 年 8 月 2 日㈪～2021 年 8 月 24 日㈫
プログラム発表：2021 年 9 月 17 日㈮
予稿原稿受付：2021 年 9 月 21 日㈫～2021 年 10 月 15 日㈮
注）＊予稿原稿を投稿された時点で、その著作権は繊維学会に帰属するものとします。
＊予稿原稿は締切以降投稿できなくなりますので、ご注意ください。

予稿集発行日：2021 年 11 月 11 日㈭
参加登録（事前登録のみ）：2021 年 8 月 2 日㈪～2021 年 10 月 31 日㈰
＊参加登録締切日が、参加登録費入金期限となります。

参加証送付（Zoom会議URL案内）：2021 年 11 月 11 日㈭
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参加登録費（不課税）：
正会員 8,000 円、非会員 15,000 円、学生会員 3,000 円、学生非会員 6,000 円

＊学生非会員の方へ：小島盛男様からのご寄付を貴重な財源として“令和 10 年プロジェクト”を推進しています。
プロジェクトの一環として、若手会員増強プログラムを掲げ、学生会員の年会費を補助（無料に）いたします。是
非、この機会に繊維学会へご入会いただき、秋季研究発表会で日頃の研究成果を発表ください。

支払方法： 1. 現金書留：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
一般社団法人 繊維学会 2021 年度繊維学会秋季研究発表会係

2. 銀行振込：三菱UFJ 銀行目黒駅前支店 普通口座 4287837
（口座名）一般社団法人 繊維学会
3. 郵便振替：口座番号 00160－9－756624
（加入者名）一般社団法人 繊維学会秋季研究発表会

（注）＊参加登録費にはweb 予稿集閲覧権が含まれます。
＊予稿集の冊子体配布はいたしません。ご了承ください。
＊研究発表会参加者全員について、事前登録をお願いいたします。
＊参加に関するご質問は学会事務局までメールでお問い合わせください。
繊維学会事務局：office@fiber.or.jp

＊その他：不測の事態が生じた場合は、WEB上で告知することをご承知おきください。

オンライン開催での注意事項：
・オンライン開催では、発表内容がweb 会議システムをとおして参加者の PCに表示されるため、講演を録画、
録音、撮影（スクリーンショットを含む）されてしまう可能性が懸念されます。繊維学会では、参加者の限定や禁
止事項の周知徹底などの対策を取りますが、直接的な対処はできません。
・発表者がweb 会議システムに送信する画像の著作権は発表者に帰属します。なお、送信内容が他者の著作権を
侵害することで生じる問題の責任の一切は発表者にあります。他者が著作権を持つ映像、画像、音声を安易に引
用しないようにご注意ください。
なお、文献の適切な引用は問題ありません。
・発表者・参加者の PCおよびインターネット接続の問題により生じる、視聴および、発表への支障は責任を負い
かねます。あらかじめご了承ください

2021 年度繊維学会秋季研究発表会実行委員会
実行委員長：櫻井伸一（京都工芸繊維大学）
副実行委員長：山崎慎一（岡山大学）、伊福伸介（鳥取大学）
監修：奥林里子（繊維学会副会長・京都工芸繊維大学）

実行委員（50音順）：安芸泰雄（日本エクスラン工業㈱）、井澤浩則（鳥取大学）、稲葉 央（鳥取大学）、
井上真理（神戸大学）、上坂貴宏（京都市産業技術研究所）、内田哲也（岡山大学）、
大坂 昇（岡山理科大学）、大野工司（京都大学）、小川紘樹（京都大学）、攪上将規（群馬大学）、
鹿野秀和（東レ㈱）、川邉徳道（三菱ケミカル㈱）、北村幸太（東洋紡㈱）、
木梨憲司（京都工芸繊維大学）、櫻井敏彦（鳥取大学）、髙崎 緑（京都工芸繊維大学）、
竹下宏樹（滋賀県立大学）、竹本由美子（武庫川女子大学）、解野誠司（椙山女学園大学）、
中野恵之（兵庫県立工業技術センター）、西田裕志（ユニチカ㈱）、
博田浩明（日清紡テキスタイル㈱）、橋本朋子（信州大学）、原 哲也（㈱クラレ）、
堀井厚志（旭化成㈱）、松浦和則（鳥取大学）、松本拓也（神戸大学）、松原孝典（産業技術短期大学）、
森本 稔（鳥取大学）、山岡哲二（国立循環器病研究センター）、
安川涼子（京都ノートルダム女子大学）、吉村由利香（大阪産業技術研究所）
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「関西繊維科学賞」ならびに「関西繊維科学奨励賞」の公募について（案内）

繊維学会関西支部では、「関西繊維科学賞」ならびに「関西繊維科学奨励賞」を設け、繊維学会関西支部圏内に

在住または勤務されておられる一般会員より広く推薦（応募）を求めます。新型コロナ禍で先行き不透明ですが、受

賞候補者の推薦または応募を頂きますようお願い申し上げます。

募集要項：

推薦（応募）書類は、下記の関西支部事務局へ期限までに pdf ファイルの形で電子メールにて提出をお願いします。

� 応募要領については、別添の内規に提示していますので、必要事項をA4 用紙 2～3枚にまとめてください（様

式は自由）。

� 会員（維持会員、賛助会員を含む）は受賞候補者の資格を有し、自薦・他薦を問いません。

� 推薦（応募）書類の提出期限は 2021 年 8 月 31 日㈫午後 5時です。

1. 関西繊維科学賞

① 対象：繊維及びその周辺領域に関連する科学・技術に関する優れた業績をあげ、その進歩発展に大きく寄

与したと認められる研究者個人。

② 表彰の件数：原則、1件以内。

2. 関西繊維科学奨励賞

① 対象：繊維学会関西支部に属する、受賞年（2021 年）の 10 月 1 日において 40 歳以下の研究者。受賞年を

含めた過去 5年以内に繊維学会誌に論文を掲載された者あるいは繊維学会において研究発表を行った者。

② 表彰の件数：原則、2～3件。

表彰式・記念講演

関西繊維科学講座（2021 年 11 月 17 日㈬午後）にて、表彰式を行いますので、ご参加ください。またその時に、

ご自身の受賞に関する研究内容について講演して頂きます。

問合せ先

繊維学会関西支部事務局

〒606－8585 京都市左京区松ヶ崎橋上町 1

E-mail : biobased@kit.ac.jp
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ゴムの力学入門講習会
ゴム材料・製品のためのFEM解析

主 催：日本ゴム協会研究部会 ゴムの力学研究分科会
日 時：2021 年 8 月 20 日㈮
会 場：Zoomウェビナーによるオンライン開催
プログラム：講演 4件
詳細内容は日本ゴム協会ホームページを参照ください。

問合せ先：（一社）日本ゴム協会
E-mail : kenkyuubukai@srij.or.jp

――――――――――――――――――――――――

第58回炭素材料夏季セミナー
（オンライン開催）

主 催：炭素材料学会 次世代の会
日 時：2021 年 8 月 26 日㈭、27 日㈮
会 場：オンライン Website を構築予定
プログラム：講演会（基調講演 3件、特別講演 2件、

若手招待講演会 2件）
企業による会社紹介、口頭発表、懇親・
交流会を予定

詳細内容はホームページを参照ください
問合せ先：炭素材料夏季セミナーヘルプデスク

E-mail : anso-summer@bunken.co.jp

――――――――――――――――――――――――

第23回日本感性工学大会

主 催：日本感性工学会
日 時：2021 年 9 月 2 日㈭、3日㈮、4 日㈯
会 場：オンライン開催

（主催校 東京電機大学、Zoom使用）
プログラム：特別講演、研究発表、企業展示、総会、

表彰式など
詳細は大会ホームページ
https : //www.jske.org/を参照ください。

問合せ先：日本感性工学会事務局 担当：上野
TEL : 03－3666－8000
E-mail : jske@jske.org

――――――――――――――――――――――――

第84回WIN定例講演会・
第39回人間情報学会講演会
～5G時代の日常生活を支える
AR/VRの未来予測～

主 催：NPO法人ウェアラブル環境情報ネット推進
機構（WIN）、人間情報学会

日 時：2021 年 9 月 7 日㈫ 14:00～17:00
会 場：Zoomによるオンライン開催
プログラム：講演 4件、オンライン交流会

詳細情報はURL
https : //win84ahi39－lecture.peatix.comを参照ください
問合せ先：NPO法人WIN事務局/

人間情報学会事務局
E-mail : admin@npowin.org

――――――――――――――――――――――――

知っておきたい高機能・高性能繊維の
基礎と用途展開

主 催：日本繊維技術士センター（JTCC）
〈大阪会場〉
日 時：2021 年 9 月 11 日㈯、9月 18 日㈯の 2日間
会 場：（対面開催）大阪産業創造館 6階 会議室E
プログラム：11 日（4 講座）、12 日（4 講座）
詳細内容は JTCCホームページ
https : //jtcc.or.jp/を参照ください。

問合せ先：日本繊維技術士センター（JTCC）
TEL : 06－6484－6506
E-mail : jtcc-ed-kino@mbr.nifty.com

〈金沢会場〉
日 時：2021 年 9 月 25 日㈯ 9:20～17:00
会 場：（対面開催）石川県地場産業振興センター

新館 第 10 研修室
プログラム：6講座
詳細内容は JTCCホームページ
https : //jtcc.or.jp/を参照ください。

問合せ先：日本繊維技術士センター（JTCC）
TEL : 06－6484－6506
E-mail : jtcc-ed-kino@mbr.nifty.com

――――――――――――――――――――――――

“つける”と“はがす”の新技術
－－分子接合と表面制御コース

主 催：（地独）神奈川県立産業技術総合研究所
日 時：2021 年 9 月 8 日㈬、9日㈭の 2日間
会 場：対面形式

（状況により、web セミナー形式で開催）
かながわサイエンスパーク内 会議室

プログラム：講義内容 8日（3講義）、9日（3講義）
詳細はURL https : //www.kistec.jp/を参照ください。
問合せ先：（地独）神奈川県立産業技術総合研究所

教育研修グループ 廣内
TEL : 044－819－2033
E-mail : manabi@kistec.jp

――――――――――――――――――――――――

A8



2021年度 工学教育研究講演会

主 催：（公社）日本工学教育協会、北陸信越工学教育
協会

日 時：2021年 9 月 8 日㈬、9日㈭、10日㈮の 3日間
会 場：信州大学長野キャンパスとオンラインの併催
プログラム：講演発表、口頭研究発表、ポスター発表、

表彰式など
詳細情報はURL
https : //www.jsee.or.jp/を参照ください。

問合せ先：日本工学教育協会事務局 川上
TEL : 03－5442－1021
E-mail : kawakami@jess.or.jp

――――――――――――――――――――――――

第29回成形加工テキストセミナー
～第Ⅲ巻 成形加工におけるプラスチック材料～

主 催：プラスチック成形加工学会
日 時：2021 年 9 月 22 日㈬
会 場：web 会議システムによるオンライン開催

（Zoomを使用）
プログラム：講演（5件）
詳細情報はURL https : //jspp.or.jp を参照ください。

問合せ先：（一社）プラスチック成形加工学会 事務局
TEL : 03－5436－3822
E-mail : kikaku-event@jspp.or.jp

――――――――――――――――――――――――

実践女子大学生活科学部
生活環境学科教員 募集

採用人員 1 名（教授、准教授または専任講師）
勤務形態 常勤（任期なし）
研究分野 被服生理学、染色加工学
勤務地 実践女子大学

日野キャンパス（東京都日野市大坂上 4－1－1）
着任時期 2022 年 4 月 1 日㈮
応募締切 2021 年 7 月 12 日㈪
待遇、選考方法、提出書類などの詳細は実践女子大
学のホームページの採用情報URLを参照ください。

――――――――――――――――――――――――

公益財団法人高輝度光科学研究センター
定年制研究員 公募

募集人員 放射光利用研究基盤センター
散乱・イメージング推進室
①時分割小角・広角散乱チーム 1名
②顕微・動的画像計測チーム 1名

就業場所 兵庫県佐用郡佐用町光都 1－1－1
（公財）高輝度光科学研究センター

着任時期 2021 年 10 月 1 日以降可能な限り早い時期
応募締切 2021 年 7 月 30 日㈮
待遇、選考方法、提出書類などの詳細は（公財）高輝
度光科学研究センターホームページを参照ください。

――――――――――――――――――――――――

第44回（2022年度）石本記念デサント
スポーツ科学振興財団学術研究募集

主 催：（公財）石本記念デサントスポーツ科学振興財団
研究助成者の募集
第 1部 課題学術研究 2～4 件
第 2部 自由課題学術研究 20 件位

応募締切日 2021 年 8 月 6 日
詳細はホームページ
http : //www.descente.co.jp/ishimoto/を参照ください。

問合せ先 （公財）石本記念デサントスポーツ科学振興
財団 編集局
TEL : 072－649－0910
E-mail : zaidan@descente.co.jp

――――――――――――――――――――――――

公益財団法人ポリウレタン国際技術振興財団
第7回研究助成募集

主 催 公益財団法人ポリウレタン国際技術振興財団
研究助成研究者の募集
募集件数 6件程度、1件当たりの助成金額
100 万円

応募締切日 2021 年 9 月 30 日
詳細はホームページ
http : //www.pu-zaidan.jp/guide.htmlを参照ください。

問合せ先 （公財）ポリウレタン国際技術振興財団
事務局 平山
TEL : 050－3135－8998
E-mail : info@pu-zaidan.jp

――――――――――――――――――――――――

お茶の水女子大学賞
第6回辻村みちよ賞募集

主催 国立大学法人お茶の水女子大学 企画戦略課
受賞者の人数 1 名
授 与 受賞者には、賞状及び副賞の盾を授与する
応募締切日 2021 年 9 月 10 日㈮
詳細はお茶の水女子大学のホームページを参照くだ
さい。

問合せ先 国立大学法人お茶の水女子大学
企画戦略課 男女共同参画担当
TEL : 03－5978－5336
E-mail : Ocha-Prize@cc.ocha.ac.jp
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2021 年度 理事、監事一覧表（33名：敬称略）

氏 名 所 属

会 長 荻 野 賢 司 東京農工大学 大学院工学研究院 応用化学部門 教授

副会長（運営） 岩 田 忠 久 東京大学 大学院農学生命科学研究科 生物材料科学専攻 教授

副会長（企画） 奥 林 里 子 京都工芸繊維大学 繊維学系 教授

副会長（財務） 荒 西 義 高 東レ㈱ 繊維研究所 所長

東北・北海道支部 大 石 好 行 岩手大学 理工学部 化学コース 教授

関東支部 松 本 英 俊 東京工業大学 物質理工学院 材料系 教授

東海支部 久保野 敦 史 静岡大学 工学部 電子物質科学科 教授

北陸支部 田 上 秀 一 福井大学 繊維・マテリアル研究センター長 教授

関西支部 櫻 井 伸 一 京都工芸繊維大学大学院バイオベースマテリアル学専攻 教授

西部支部 大 石 祐 司 佐賀大学 教育研究院 自然科学域 理工学系 教授

繊維学会誌 村 瀬 浩 貴 共立女子大学 家政学部被服学科 教授

JFST編集 � 谷 要 和洋女子大学大学院 総合生活研究科 教授

運営委員 上 原 宏 樹 群馬大学 大学院理工学府 分子科学部門 教授

HP・会員増強 戸木田 雅 利 東京工業大学 物質理工学院 応用化学系 教授

佐 藤 真理子 文化学園大学 服装学部 教授

武 野 明 義 東海国立大学機構 岐阜大学 工学部 化学・生命工学科 教授

上高原 浩 京都大学 大学院農学研究科森林科学専攻 教授

高 寺 政 行 信州大学 学術研究院繊維学系 教授

江 前 敏 晴 筑波大学 生命環境系 生物材料工学分野 教授

大松沢 明 宏 日本化学繊維協会 技術グループ長

神 山 統 光 帝人フロンティア㈱ 技術・生産本部 技術統括部 部長

出 口 潤 子 旭化成㈱繊維技術開発総部 商品科学研究所 所長

林 敏 昭 東洋紡㈱ 機能材開発研究所 所長

山 崎 睦 生 三菱ケミカル㈱高機能成形材料部門 繊維事業部 技術GM

城 谷 泰 弘 ㈱クラレ 繊維カンパニー 生産技術統括本部 主管

大久保 修 一 ユニチカ㈱ 生産統括本部 生産技術部 部長

新 任 清 水 宏 泰 KBセーレン㈱研究・技術開発センター長

種 市 祥 一 花王㈱研究開発部門 サニタリー研究所 主任研究員

勝 野 晴 孝 日清紡テキスタイル㈱ 取締役 執行役員 事業戦略室長

島 谷 啓 二 王子ホールディングス㈱イノベーション推進本部パッケージング推進センター 主幹

氏 名 所 属

木 村 邦 生 岡山大学 大学院環境生命科学研究科 教授

鞠 谷 雄 士 東京工業大学 物質理工学院 特任教授

菅 沼 薫 sukai 美科学研究所 代表 武庫川女子大学薬学部 客員教授

〈理 事〉

〈監 事〉
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